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(論文審査の要旨)  
 学士（理学）、修士（理学）を有する中谷正樹君の学位請求論文は、「Application of gas barrier 
thin films to three-dimensional polymer packages」（ガスバリア性薄膜で被覆された立体樹脂製
パッケージの研究）と題し、全 7 章からなる。本論文は、2018 年 12 月より主査及び副査に
よる専修予備審査が開始され，各審査担当者との個別ディスカッションも経て予備審査が終









 第 1 章では、飲料食品分野のパッケージの概略と、ガスバリア性向上技術がどのように 
持続的な社会・環境・経済システムの実現に寄与できるかの概要を述べている。 









第 4 章では、PET ボトルに用いる PE 樹脂製の蓋に、ガスバリア性 DLC 膜の形成を試みて









③耐 pH（水溶液中の薄膜の物理化学的安定）性を兼ね備えた SiOC 膜の形成に成功している。
また、高ガスバリア性が得られる原料ガス種の化学構造を一般化し、ホットワイヤーCVD 法
（または Cat-CVD 法）の原理解明にも役立つ独自な成膜系となっていることを示している。 
第 7 章では、各章の結果に対して飲料食品分野の内外に広範な応用性があることを総括し
つつ、本論文の結論を述べている。 
以上要するに、本論文の成果やその実用展開は、樹脂製容器分野やその環境問題の解決に
寄与するところが少なくない。よって、本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格が
あると認められる。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記論文審査担当者で試問を行
い、当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
